
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

≪放課後子供教室と放課後児童クラブの違いについて≫  

◇放課後子供教室 では、 放課後や週末等に小学校の空き教室等を活用して、子どもたちの安全・安心な活動拠点（居

場所）を設け、地域の大人の協力を得て、スポーツや文化活動などの様々な体験活動、地域住民との交流活動や学習活動

等の取組を推進しています。地域の将来を担う子どもたちを育成するとともに、地域コミュニティの活性化を図る観点から、学校・

家庭・地域の連携・協働を推進し、学校を核として地域住民の参画や地域の特色を生かした事業が展開されています。 

◆放課後児童クラブ とは、児童福祉法における「放課後児童健全育成事業」の通称です。保護者が共働き等により、昼間

家庭にいない小学生を預かり、その遊びと生活を支援し、健全育成を行っています。専門の職員(放課後児童支援員)等が従

事しています。 授業の終了後に児童厚生施設等の施設を利用して、適切な遊び及び生活の場を与えて、子どもたちの健全な

育成を図る事業を言います。 

 

 
 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：１．夏休みこども教室 

           令和６年７月２５日（木）～８月７日（水）土日除く全１０日間 ９：００～１２：００ 

２．夏休みこども習字教室 

          令和６年８月８日（木）～９日（金）２日間 ９：００～１２：００ 

○場   所：高平生涯学習センター 

○参 加 者：高平小学校の児童（１年～６年）  

 

   

 

 
 

 

活動内容 夏休みに入り、高平地区子育て応援隊「原町東地域学校協働事業」主催の「夏休みこども教室」と「夏休

みこども習字教室」が開催されました。ご退職された教員や地域学校協働本部の方、福祉委員の方のお力をお借りして、子

どもたちの支援・指導を行っています。子どもたちは、夏休みの宿題を中心に持ち寄り、集中して学習に取り組んでいました。

特に算数の問題では、支援者が子どもたちに「なぜ、こうなったの？」と優しく問いかける場面も見られました。一人一人のレベ

ルに応じた対応で、その子の考え（意見）を尊重しながら、正解例と比較させる指導が行われていました。また、地域の中学

生・高校生のサポート（学習支援）もありました。「地域で子どもを大事に育てる・学びの環境をつくる」という姿勢がうかがえ

ました。 

「夏休みこども習字教室」では、書道コンクールに向けて、美しく整えるためのコツを学び、「書きづらい文字やうまく書けない

文字は、どうしたら良くなるのか」的確なアドバイスをもらっていました。筆の持ち方や筆遣いなども習っていました。落ち着いた環

境の中、ゆっくり毛筆に取り組める「夏休みの貴重な時間」となったようです。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

夏休みこども教室」                       「夏休みこども習字教室」 
 

 


